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令和4年3月21日

お茶の水女子大学附属中学校数学科

松嶋美佐
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実践発表の概要

 単元全体の学習の様子「睡眠時間で標本調査」

 夏の課題「標本調査」 レポート作成・発表・評価

 共有と「振り返り」 から
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Chromebookによる入力 教科書で確認し、入力する姿
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学習指導要領より

単元の目標・評価規準

Ⅰ 単元全体の学習の様子



単元の指導と評価の計画

国8j時間の予定
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：振り返りの活動
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第１，２時

第１時 全数調査・標本調査

全数調査と標本調査についてロイロノートで共有中



第２時 全数調査・標本調査の特徴と無作為抽出 6

全
数
調
査
と
標
本
調
査
の
例
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全数調査と標本調査の特徴を話し合う
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全数調査と標本調査の

同じ生徒のコメント
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第２時の板書



生徒のワークシート① 全数調査と標本調査
10

PC上だけでなく手元に学習経過が残るように留意します



無作為抽出について学ぶ ワークシート②

１ くじ引き

２ 乱数表

３ 乱数さい

４ RANDBETWEEN 関数

５ 班のオリジナル
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(生徒一人が提出したデータ)

睡眠時間

(あるクラスのデータ)
←（ロイロノート）

(学年のデータ)
（紙のプリント）

第３，４時



無作為抽出を行う

有意抽出法との違い

等しい確率で選ぶこと

無作為抽出の方法

１ くじを引く
２ 乱数表を用いる
３ 乱数さいを振る
４ PCで乱数を発生させる

(RANDBETWEEN関数を用いる）
５ オリジナル
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教科書をめくりページ数で決める



14
ワークシート③

手計算や電卓を使ったり
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Chromebuookの計算機能を使う生徒も多い
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Jamboardを共有し、付箋の機能を使ってグラフ用紙に標本平均を入れてい
きました。

標本平均を Jamboard へ

生徒が入力する様子



17睡眠時間の標本平均(1クラス）

1クラスの生徒の作った標本平均の分布



18睡眠時間の標本平均の箱ひげ図
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第５時

1. 全数調査と標本調査の特徴についての自分の意
見を確認しよう。

2. 標本の無作為抽出の難しさや注意点を挙げてみ
よう。

3. 班のオリジナル無作為抽出を考えてみよう。

4. 標本平均を比べて考えたことを挙げてみよう。

ワークシート④
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 湖の魚の数を知りたいとき、標本抽出について標識再捕
法を用いて推定する方法を、ビーズがいくつかあるかの
方法を例に行い学ぶ。

 大豆の数の推定の練習問題で理解を確認する。

 第7時の発表準備

第６時

白いビーズの総数を知りたいときに
個数が既知の緑のビーズを加えるこ
とで推定できることを理解する



Ⅱ 夏の課題「標本調査」
レポート作成・発表・評価
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テーマは自分で好きなことor困っていること怒っていること等で何か物申したいと
いうモチベーションがあることが続けられると思います。
または、教科書の例の標本調査を実行することにより、
・標本調査を理解する ・基本の標本調査が出来るようになる
という力をつけましょう。

レポートはいつもと同様に記述しましょう。

１動機→ ２方法→ ３内容→ ４考察→ ５感想→ 参考資料
特にPPDACサイクルを考えて発表しましょう。
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総務省 [PDF] 統計的探究プロセスの考え方 P.16
資料：大学共同利用機関法人情報・システム研究機構統計数理研究所「センサス＠スクールパンフレット」
http://census.ism.ac.jp/cas/



夏休みの Q＆A
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第7・8時

第7時
夏の課題「標本調査」発表会

第8時
単元の振り返り
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25
あるクラスの
生徒のテーマ
と結果
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 発表者： 自分のPPDACについて内容が

はっきりと伝わるように発表する。

 発表を聞く人：標本の抽出方法が正しいと言えるか、

調査内容がよくわかるかなどに

注意して聞き取る。

1人ずつに対してA～Eで評価する。

更に、全体の講評もまとめた。
演台にシールドを立てスクリーンに
ロイロカードやレポートを写して説明



27ワークシート⑥

発表前のPPDACの確認と発表原稿のポイント
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ワークシート⑦ 発表会の手順と記録について



＜夏の質問（Moodle（学習管理システム））＞

Q 毎日標本調査をするようなものでなくても
良いですか？

（例：ある日河川調査に行って何箇所かphを測
定するという調査でも良いですか？）

→A 勿論毎日でなくても標本が抽出できれば大丈夫です。
説明のときに話したのは、調査が思いつかない人に、毎
日のルーティーンの中から課題があればデータが集めや
すいということです。
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１ 生徒Aの標本調査のレポート

「池のPH値の調査」

ソフトを使うことに起因しているので注意する(生徒Aのレポート）
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池のPH値の調査

(生徒Aのレポート）
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(生徒Aのレポート）
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(生徒Aのレポー
ト）
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ヒストグラムにする

生徒Aが作り直したヒストグラム ↑

はじめヒストグラムが棒
グラフとなってしまった

↓

ソフトを使うことに起因しているので注意する



＜夏の質問（Moodle）＞

 1回目

Q 夏休みの期間で一日にどれだけ感染者数が出てい
るかのデータを取ります。レポートの書き方、書く
ことがいまいちつかめていません。レポートの内容

について詳しく教えて頂けますか。→アドバイスして

再考する

 2回目

Q 1ヶ月間の歩数について調査したいと思っていま
す。一日の歩数を記録して通し番号を振り、ランダ
ムに1週間分選んで、平均の結果から1ヶ月の歩数を
予想するというのは標本調査にしっかり当てはまっ

ていますか？→OKとする。

34２ 生徒Bの標本調査のレポート

「夏休み期間1カ月にどれくらい歩いているの？」

(生徒Bのレポート）
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(生徒Bのレポート）
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(生徒Bのレポート）
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Ｙｍｄ－２

(生徒Bのレポート）



＜夏の質問（Moodle）＞ （音声が聞き取りにくいところがあります）

標本調査についての質問です。私はある商品の1つ1つの重さについて標本調
査しているのですが(商品は重さで決まっているものが多いですが、やはり個体
によって違いが出て来ると思いまして)、個体差があるとは言えそこまで大きな
差はなかったです。(全く同じわけではなく、少しの差はありました)もう取り組
んでしまっているのですが、やはりそれぞれの差がはっきり出るもの(それこそ
学校で取り組んだ睡眠時間のような)に変えるべきでしょうか？変えるとしたら
今だったらまだ間に合うと思うので、意見をお願いします。

↑「差がある」に対して差がどれくらいあったのか、それはなぜかを考えるよう
に、そして答えてもらえるかは不明だがメーカーに問い合わせてみることもでき
る、テーマを変えずに考察してみようと伝えました。
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３ 生徒Cの標本調査

「じゃがりこの重さ」
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(生徒Cのレポート）



(生徒Cのレポート）
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(生徒Cのレポート）
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(生徒Cのレポート）
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重さを測り
箱ひげ図にま
とめ

(生徒Cのレポート）



(生徒Cのレポート）
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(じゃがりこの)箱
によって

箱ひげ図の箱
の幅が違う



(生徒Cのレポート）

45

それぞれの箱
ひげ図に特徴

がある



(生徒Cのレポート）
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(生徒Cのレポート）
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(生徒Cのレポート）
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(生徒Cのレポート）
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(生徒Cのレポート）
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クラス発表会の記録の例



52
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 ちゃんと計画があり方法も考えられていた人は内容が理解
しやすかったです。（←他生徒の調査の深さをわかっている生徒）

 データを取ることにより根拠を持ってこれからの生活に生かすこと
が出来ると思いました。（←自宅前の迷惑駐車の時間を測った生徒）

 標本調査は傾向を知るためには便利だと改めて実感しました。
（↑全数調査との比較が分かった生徒）

 調べ方はルーレットやRANDBETWEENを活用している人が多く授業の
内容を生かせていると思った。（←PCの無作為抽出法に着目した生徒）

 主観がもとになっている判断については根拠が気になった。
（↑本当に根拠を示した調査となったかを聞き取れている生徒）

 無作為に抽出できていない人がいました。（←標本の大きさに着目した生

徒）

発表に対する生徒の講評 (聞き手の生徒のコメント）
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(９月の生徒祭の教科展示コーナーでクラス・学年を越えてのコロナ禍での共有方法)
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生徒祭での教科展示



Ⅲ 「振り返り」 から

第5時での振り返り

最初に考えた標本調査について

睡眠時間の標本抽出をした後

第8時での振り返り

自分で選んだテーマの標本調査を

終えて、友達の標本調査を知ってから
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指導と評価の計画



第５時での振り返り
標本調査を行って、わかったこと・新しい発見

Q１ 全数調査と標本調査の特徴・違いについて、自分の意見は正しかったですか。

今はどう思いますか。確認してみましょう。(授業第1，2時について）

Q２ 何通りもの標本の無作為抽出を通して、無作為抽出することの難しさも見つ

かったのでは？無作為抽出の注意点などを書いてみましょう。

Q３ あなたの班のオリジナル！無作為抽出法について書きましょう。

Q４ 標本平均を比べました。どんなことがわかりましたか。

Q５ さあ、いよいよ調査開始です。あなたは何について、課題を感じて調査してみ

ようと思いますか。楽しいことでもよいですし、困ったり変だと思ったりしてい

てその理由を知りたい事でもよいです。方法についても考え始めましょう。
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58ロイロノートから 無作為抽出の注意点を共有
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班で話し合った後の
代表者の発言



振り返りシート ロイロノートから 60

誤差についての考えが変わった記述

１ 全数調査と標本調査の特徴・違い

(生徒のロイロノートより)
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無作為抽出法を考えてみては等確率を考えている記述無作為がかえって難しいと感じた記述

２ 無作為抽出の注意点 ３ オリジナル！無作為抽出法

(生徒のロイロノートより)
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偏らないで標本を選ぶこと、標本の大きさについての記述

標本の大きさが

標本の範囲が小さいと誤差が少なくできることがわかった記述

４ 標本平均

(生徒のロイロノートより)



 教科書の振り返りの記述
から質問を作り、出来る
ようになったこと、これ
からのことを聞きました。

 各自、ロイロノートに入
力し、共有して班で話し
合い、全部の班から代表
者に意見を出して貰いま
した。

 その後さらに、各自で修
正を加え、振り返りまし
た。

63
第８時

に
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←批判的思考

←主体的な態度

←知識 技能

生徒の振り返りの例

(生徒のロイロノートより)
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←知識 技能

←思考 判断

←主体的な態度

（「証明」というのは
少し結論が早いとは感
じます）

生徒の振り返りの例

(生徒のロイロノートより)



成果と課題

知識・技能に関して
 手計算と併用して、PCでの表計

算に積極的に取り組んできたで
きた。

 誤差の存在についても受け入れ
られたのでよかった。

 無作為抽出には時間をかけて取
り組んだためかえって難しく考
えてしまった生徒が出てしまっ
た。

 日常から資料をストックしてお
くことが大切である。

思考力・判断力・表
現力に関して

 推定するのにまだ断言する生徒も
あり語尾に気をつけて表現を正し
くすることに注意が必要である。

 中学生の学習内容でどこまでの推
定を求めるのかが難しい。

 標本の大きさについての式を含め、
高校での推定をしっかり学んでほ
しいと考える。

 （深く考えたい生徒には統計の
Web資料なども伝えた。）

学びに向かう力に関して

 粘り強く自分の持っている問題を解
決しようと出来ていた。

 楽しく取り組めていた。

 一生懸命になって、匿名性のないア
ンケートをしたりSNSを使ったアン
ケートやインタビューになることか
らのトラブルに気を付けなければな
らないことがわかった。

 （生徒にとって対面とSNSに区別が
ないことが判明したし、今後はもっ
とこの傾向が強くなるであろうから
その時々で扱い方は変化していくと
思われる。）
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生徒が入試前に作
問した朝学習用の
一問一答の問題例
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身についた標本本調査の知識
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ありがとうございました。ご指導ご助言よろしくお願い申し上げます。

第5回統計教育シンポジウム

標本調査の基礎を学び 調べたいことへ挑戦する意欲を育む実践

令和4年3月21日

お茶の水女子大学附属中学校数学科松嶋美佐


